
　

．

　

Ｊ

　　

′

　　

ＪＪ
．

／
）
ノ

　　　
　
　
　
　
　
　　

き
い
き
き
せ

奈
良

１
．一ｕ．′

ｇ″
ル
ー

　 　

　

　　
　

　

　
　

　

｝

　

′

　

一Ｖ

　　　　　　

．．

　　

，

　

．．，

　　　　　

．；

　　　　　　　

、

　　　　　　　

．

ー‘ー－

　

・一

　　

：

　　　　　

　　　
　

　

　
　

、‐
！

　

１１
ー
弥一

　

、，
””
Ｍ１

“

　　

，に

　
　
　
　

　

・・・｝

　

′

．ノノ
き
‘

　　　　　　　

′ー

　

′

　　　

ｒｈ
　　　　　　
　
　

騨

ー″
．

　

　
　
、”市　

　

　

　

　
　　

　

　　
／

　　

ナド
巨
Ｌ
一

１
１
１
・
Ｌ　

　

　

　

癖
，
お

ｔ
群

　　
　
　
　

　　　　　　　　　

′４

　　　　　

，１′
′

　　

～．＼

　
　

　　

　

　　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　

　

、ＬＬ．１Ｌー１

　　　　

′

　

．・、ト

　　

．・

　　　

」：く

　　

．

　　　　　　　　

・

　
　　

　　

　
　　
　　　
　
　
　　

菱蟹輯童謡養護養護回議国鳥騨聾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　

　　

　

　　

１２
日月

（婚

日

（日

大
宿
所
叱三
両
峨
刻
鯛
駅
前
出
発
＝

辰
市
・ハ
嶋
・郷
・奈
良
の
渡
り
神
子
行
列

御
湯
立
神
事
＝杵
鰯
４２
嚇
醐粉
”午
後
６
時
＝

安
産
・病
気
平
癒
祈
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
士
宵
宮
詣
＝午
後
２
時
頃
＝

田
楽
座
宵
宮
詣
＝午
後
３
時
頃
＝

宵
宮
祭
＝午
後
４
時
＝

（げ
”日
英

遷
幸
の
儀
罰
前”繍旅所
＝

暁
祭
露
踊ｍ時
＝

　　　　　　　　　　

，．・．．・
●●●

　　

　

　

　　　　

　　　

本
殿
祭
・若
宮
御
留
守
車
扉
糖
鵬
鰻昭
夫
社
本
殿と
；

試
し
の
俵
霧
鰯
総
鉛
釜
園
地
』

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

南
大
門
交
名
の
儀
＝午
後
ｏ
時
５０
分
頃
・興
福
寺
南
大
門
塗

松
の
下
式
＝午
後
ー
時
頃
・ーの
烏
居
内
影
向
の
塗

競
馬

＝午
後
ー
時
頃
・一の
鳥
居
内
馬
出
椙
↓
御
旅
所
前
勝
敗
榊
；

稚
児
流
鏑
馬
＝午
後
２
時
鴻
分
頃
・一の
鳥
居
内
↓
馬
出
橋
周
辺
＝

御
旅
所
祭
軍
籍
醍醐
鋤旅所
＝

社
伝
神
楽
・東
遊
・田
楽
・細
男
・猿
楽
・

舞
楽
・和
舞
奉
納
扉
鰯
１０３
曙
醐
紛
鞭
軸
同
＝

還
幸
の
俵
扉
厳刺塘撒宮
＝

（路
日
（水

奉
納
相
撲
扉
厳
弟
馨
後
宴
能
評
織
煎時
＝

※
当
日
の天
候
に
よ
り
時
間
・鵬
所
・出
演
内
容
を
変
更
す
る
こと
が
あ
り
ま
す
。

大
和
一国
を

挙
げ
て
の
祭
礼

り
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春
日
若
宮
お
ん
祭
保
存
会

入
会
者
募
集
中

入
会
ご
希
望
の
方
は
、お
ん
祭
保
存
事
務
局
ま
で

奈
良
市
春
日
野
町
一六
〇
春
日
大
社
内

法
人
春
日
若
宮
お
ん
祭
保
存
会
事
務
局

（０
七
四
二
）二
二
１
七
七
八
八



　　

お
お
し
ゆ
く
し
よ
さ
い

◎
大
宿
所
祭
十^
五
日
ｖ

　　

お
お
Ｌ
ゅ
く
し
ょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

や
ま
と
ざ
む
ら
い

「大
宿
所
」
と
は
、
お
ん
祭
を
奉
仕
す
る
大
和
士
が
身

を
清
め
る
た
め
に
ぉ
篭
り
す
る
場
所
で
す
。

　

十
五
日
は
、
こ
の
大
和
士
や
、
神
子

（亜
女
）
さ
ん
の

華
や
か
な
行
列
が
町
を
練
り
歩
き
ま
す
。
大
宿
所
で
は

「大
宿
所
祭
」
と
い
う
お
祭
が
あ
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

　

み

ゆ

　

た
て

「御
湯
立
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

「御
湯
立
」
と
は
、
駆
女
さ
ん
が
笹
の
葉
で
お
湯
を
降
り

　　　　　

　　　

ー

　　

ｏ

ｏ
参

／

ｏ。勝
三

注
ぎ
、
鈴
を
鳴
ら
し
て
お
蔵

い
を
す
る
行
事
で
、
こ
れ
に

は
特
に
安
産
を
願
う
人
達
が

大
勢
お
越
し
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
お
ん
祭
に
ち
な

ん
だ
お
札
・
お
守
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

　　　

わ
た

◎
御
渡
り
式
十^
七
日
正
午
ｖ

馬
約
五
十
頭
、
奉
仕
者
一
千
名
の
大
行
列

」ち
ご

　

正
午
よ
り
、
躯
女
さ
ん
や
お
稚
児
さ
ん
が
、
馬
に
乗
っ

て
お
渡
り
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
若
宮
様
の
御
旅
所
に
参
勤

す
る
行
列
で
、
様
々
な
時

代
の
衣
装
を
着
た
人
達
が

　　

ぅま

列
を
成
し
、
た
い
へ
ん
華
や

　　

馬
っ
て

か
で
す
。
一之
鳥
居
を
く
ぐ

と
て
も
あ
ぷ
な
い
か
ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ち
か

っ
た
先
の
「影
向
の
松
」
と

　　

近
づ
か
な
い
で
ね
／
．

い
う
松
の
木
の
前
で
、
い
ろ

い
る
な
芸
能
が
披
露
さ
れ

　　　

．

ま
す
（松
の
「
試
郡
お
稚

児
さ
ん
の

「流
鏑
馬
」
や
、

こ
顕
の
馬
が
競
走
す
る

「競
馬
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　　

お
た
び
し
よ

　

さ

　

い

◎
斧
旅
商
学
十^
七
日
午
後
二
時
半
｝

御
旅
所
で
お
祭
が
始
ま
る
と
、
ま
ず
若
宮
様
に
色
と
り
ど

り
の
た
い
へ
ん
珍
し
い
お
食
事
を
お
供
え
し
ま
す
。
仮
御
殿

の
前
に
は
芝
の
舞
台
が
あ
り
、
服
女
さ
ん
の
神
楽
を
は
じ
め
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で
ん
が
く

　　

せ
い
の
お

お
渡
り
を
し
た
人
々
に
よ
る
、
田
楽
や
細
男
、
ま
た
舞
楽
な

ど
古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
芸
能
が
午
後
十
時
半
頃
ま
で

次
々
と
奉
納
さ
れ
ま
す
。
こ
の
芝
の
舞
台
は
「芝
居
」
の
語

原
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
て
の
芸
能
が
終
わ
る
と
、
若

宮
様
は
十
八
日
午
前
ｏ
時
ま
で
に
ご
本
殿
に
戻
ら
れ
ま
す
。

　

「お
ん
祭
」
と
は
、
若
宮
様
に
お
喜
び
頂
く
た
め
、
大
和
の

人
々
が
一
つ
に
な
っ
て
行
う
お
祭
で
す
。お
米
が
豊
か
に
実
り
、

皆
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
こ
と
を
お
祈
り
す
る
お
祭
で
す
。

奈
良
国
立
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「春
日
若
宮
お
ん
祭
の
信
仰
と
美
術
」展
を

み
ん
な
で
見
に
行
こ
う
！

お
ん
祭
を
記
念
し
て
１２
月
１７
日
は
全
館

無
料
公
開
に
な
り
ま
す
。

春
日
大
社

　

　

　
祭

　　　
日
日
日

　　　　

日
日

　　　　　　　　

バ
ス
停

７
７
８

　　

１

　　

７
１７

　

印
春
日
大
社
表
参
道
前

　　　　　　　　　　　　

０
↓

　　　

～

　　　

前

　

　

　　
　

　

　　

　
　
　

　

至
京
都

御渡り式道順と
諸神事案内

　
楓
柳
田

　　　　

至
天
理

　　

せ
ん
‐し
う

　　　　

ぎ

あ
か
つ
き
さ
い

◎
遷
幸
の
儀

・
暁
祭

宇
七
日
深
夜
ｙ

お
ん
祭
は
、
春
日
大
社
の
若
宮
様
の
お
祭
で
す
。
若
宮

様
は
十
七
日
午
前
ｏ
時
に
若
宮
社
ご
本
殿
を
出
発
さ
れ

お
た
び
し
ょ

「御
旅
所
」
に
あ
る
仮
の
御
殿
へ
行
か
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「遷

幸
の
儀
」
と
い
い
、
雅
楽

の
調
べ
が
奏
で
ら
れ
、
暗

　　　　　　　

た
い
ま
つ

闇
の
な
か
、
松
明
や
お
香

を
も
っ
た
人
達
が
道
を
清

め
、
そ
の
後
を
若
宮
様
が

お
進
み
に
な
る
、
た
い
へ

ん
神
秘
的
な
儀
式
で
す
。

若
宮
様
が
御
旅
所
に

到
着
さ
れ
る
と

「暁
祭
」

と
い
う
お
祭
が
始
ま
り
ま

す
。
朝
の
お
食
事
が
お
供

え
さ
れ
、
璽
女
さ
ん
が

神
楽
を
舞
い
ま
す
。

鰍
戴
を
と
っ
た
り
し
て
は

」め
で
す
よ
／
．

　　

東
向
通
り

　　

り

一近
鉄
奈
良
駅
一

　

一鎚

　

小
西
通
り

　　

三
‐之
鳥
居

　

跳
蔵
の
松

至
天
理

　　　　

　
　　　
　

　　　

　
　

　　　　　　

油
坂

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅

至
大
阪


